
「しっかり考える子ども」の育成を目指して

目標 質問 対象 4 3 2 1

学校では、児童が自ら課題を見つけ、他とのかかわりを
通して学びを深める活動が行われている 保 28.6% 61.4% 9.7% 0.4%

自分で課題を見つけ、友達と考える
授業をしている

児 55.3% 39.5% 5.3% 0.0%

主体的・対話的で深い学びが得られ
る学習を行っている

教 15.0% 85.0% 0.0% 0.0%

学校では、基礎・基本の学力の定着
を図る学習が行われている

保 36.7% 56.8% 6.2% 0.4%

授業で学習したことが身に付いてい
る

児 47.4% 50.9% 1.8% 0.0%

基礎・基本の学力の定着を図る学習
を行っている

教 25.0% 75.0% 0.0% 0.0%

学校では、対話や交流、発表など、言語活動を大切にし
た学習や活動が行われている 保 33.2% 61.0% 5.4% 0.4%

授業では、自分の考えなどを書いた
り発表したりする活動をしている

児 39.5% 46.5% 11.4% 2.6%

対話や交流、言語活動を大切にした
学習や活動を行っている

教 30.0% 70.0% 0.0% 0.0%

教科横断的な視点に立った組織的・計画的な教育活動
の質の向上を図っている 教 10.0% 90.0% 0.0% 0.0%

キャリアパスポートの取組を通して、児童に将来につい
て考えさせる活動を行っている 教 10.0% 80.0% 10.0% 0.0%

かかわりを通した自己表現や他者理
解を深める学習を行っている

教 20.0% 75.0% 5.0% 0.0%

学校では、他を思いやり、自己を肯
定できる活動が行われている

保 25.5% 62.9% 10.4% 1.2%

友達のことも、自分のことも大切に
している

児 57.9% 37.7% 4.4% 0.0%

他を思いやり、自己を肯定できる活
動を行っている

教 15.0% 85.0% 0.0% 0.0%

学校では児童が当事者意識をもち、意見を述べ、学校づ
くりに関わっていく社会参画意識の育成を図る活動が
行われている

保 26.6% 60.6% 12.7% 0.0%

よりよい学校になるために、どうしたらよいか考え、す
すんで意見を出したり、行動したりしている 児 21.1% 46.5% 31.6% 0.9%

児童が当事者意識をもち、意見を述べ、学校づくりに関
わっていく社会参画意識の育成を図っている。 教 10.0% 80.0% 10.0% 0.0%

児童が当事者
意識をもち、
意見を述べ、
学校つくりに
かかわってい
く社会参画意
識の育成

学級や学校
における所
属感を高め
る指導

学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
今年度の学校経営方針の重点項目を中心に、評価項目を昨年度までと一部変更し実施しました。
アンケートの対象は保護者（児童数）・児童（５・６年生）・教職員で実施しました。
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令和７年度　武蔵野市立関前南小学校　学校評価アンケート結果

個々の実態
に応じた指
導の充実

個別最適な
学びと協働
的な学びの
促進

主体的な活
動の推進

　多くの項目で肯定的評価が、９０％をこえています。授業改善の視点として「主体的、対話的で深い学び」を意識し、子供
たちが主体的に取り組む場の設定をするようにしてきました。
　「授業では、自分の考えなどを書いたり、発表したりする活動をしている。」という項目において、令和６年度の肯定的評
価が７１．４％だったことに対して、今年度は８６．０％と上昇しました。児童が、自分で、主体的に取り組んでいることに気
付いていると考えます。しかしながら、他の項目と比べるとやや低い傾向にあることを意識し、今後も自分から課題を見
つけ、対話を通して協働的に学ぶ授業を推進していきます。

「すなおでやさしい子ども」の育成を目指して
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自分から挨拶をしたり、周りのひと
のことを考えたりしている

児 49.1% 41.2% 8.8% 0.9%

挨拶を通した互いに認め合い尊重し
合う関係の構築に努めている

教 35.0% 65.0% 0.0% 0.0%

学校では、ひとりひとりを大切にし
た生活指導が実践されている

保 32.4% 54.4% 11.6% 1.5%

ひとりひとりを大切にした生活指導
を実践している

教 40.0% 60.0% 0.0% 0.0%

学校では、異学年交流を通した、人間関係と他を思いや
る心情の育成を図る活動が行われている 保 45.2% 51.0% 3.9% 0.0%

「ふれあい班」活動を通して、他学年
の児童とも仲良くなっている

児 43.0% 45.6% 11.4% 0.0%

異学年交流を通した、人間関係と他を思
いやる心情の育成を図っている

教 20.0% 80.0% 0.0% 0.0%

道徳の時間など、自分の生き方を考えたり、他を大切に
する学習が行われている 児 58.8% 37.7% 3.5% 0.0%

道徳教育の充実と人権尊重教育の
推進を図っている

教 15.0% 80.0% 5.0% 0.0%

学校では、休み時間や体育等、日常
的な運動の場が設定されている

保 54.4% 42.9% 1.9% 0.8%

休み時間に元気に外で遊んでいる 児 40.4% 22.8% 28.1% 8.8%

休み時間や体育等、日常的な運動の
場を設定し、勧めている

教 35.0% 60.0% 5.0% 0.0%

学校では、自分の身を自分で守るための避難訓練や、健
康に保つための保健指導が行われている 保 47.5% 51.0% 1.2% 0.4%

自分の身を健康に保ち、自分で守る
ための行動ができる

児 40.4% 51.8% 5.3% 2.6%

自分の身を健康に保ち、自分で守るため
の行動を考えさせる場を設定している

教 25.0% 70.0% 5.0% 0.0%

学校では、食育や健康教育にかかわ
る内容が指導されている

保 34.4% 56.4% 8.9% 0.4%

学校では、食べ物を大切にしたり、自分の
体を健康にするための話をしている

児 37.7% 48.2% 13.2% 0.9%

食育・健康教育における目標を設定
し指導している

教 10.0% 70.0% 20.0% 0.0%

　多くの項目で、９０％前後の肯定的評価的評価となりましたが、児童対象の「休み時間外で元気に遊んでいる」項目については、肯定
的評価が６３．２％にとどまり、安全・健康への意識は高い一方、日常的な運動習慣に課題が見られました。
　避難訓練や保健指導に対する児童の肯定的評価は92.2%、食育については85.9%と、自分の身を守り、健康を維持する意識は定
着していると考えられます。
　児童の運動への意欲を高めるため、引き続き、「関ラン（マラソン）」や「関縄集会」などの機会を工夫するとともに体を動かす楽しさ
を実感させる体育学習等につなげていきます。休み時間の過ごし方を、それぞれが選択するようにしていることもあり、意識の向上の
方法も工夫していきます。

食育および
健康教育の
充実

自らの心身
を大切にす
る素地の醸
成

日常的な運
動の場と多
様な取組の
充実

多様な他者
とのかかわ
りを通して、
多様な価値
観を認め合
う道徳教育
の充実と人
権尊重教育
の推進

挨拶などの積
極的な生活指
導を取り入
れ、互いに認
め合い尊重し
合う関係の構
築

　 「友達や自分を大切にする」の項目に対して児童の肯定的評価が95.6%に達しています。道徳や異学年交流（ふれあい班）を通じて
豊かな人間性が育まれていると考えます。
　社会参画意識については、課題が残りました。 「学校をよりよくするために意見を出す」ことへの児童の肯定的評価は67.6%に留
まりました。他の項目と比較して低い傾向にあります。
　今年度、運動会の種目に児童の意見を取り入れる等、新しい試みを行ってきました。関前アドベンチャーなどでは主体的に活動する
姿も見られました。引き続き、子供たちが主体的に参画する意識を高めていく活動を取り入れていきます。

「元気な子ども」の育成を目指して

49.1% 41.2% 8.8%

35.0% 65.0% 0.0%0.0%

32.4% 54.4% 11.6%

40.0% 60.0% 0.0%0.0%

45.2% 51.0% 3.9%

43.0% 45.6% 11.4%

20.0% 80.0% 0.0%0.0%

58.8% 37.7% 3.5%

15.0% 80.0% 5.0%

54.4% 42.9% 1.9%

40.4% 22.8% 28.1% 8.8%

35.0% 60.0% 5.0%

47.5% 51.0% 1.2%

40.4% 51.8% 5.3%

25.0% 70.0% 5.0%

34.4% 56.4% 8.9%

37.7% 48.2% 13.2%

10.0% 70.0% 20.0%



学校からは、情報が適切に発信され
ている

保 38.6% 57.9% 3.1% 0.4%

教育活動を多面的に発信している 教 25.0% 70.0% 5.0% 0.0%

保護者・地域の考えを得るための取
組をしている

教 20.0% 65.0% 15.0% 0.0%

学校では、地域のことを知る学習が
行われている

児 44.7% 49.1% 5.3% 0.9%

地域を生かした学習を計画・実践し
ている

教 20.0% 75.0% 5.0% 0.0%

学校では、学校・保護者・地域と連携
した取り組みが行われている

保 43.6% 52.1% 3.9% 0.4%

地域で行われる行事に参加している 児 21.1% 45.6% 21.9% 11.4%

地域行事にかかわることができてい
る

教 15.0% 65.0% 20.0% 0.0%

地域と連携した教育活動の推進を
図っている

教 20.0% 65.0% 15.0% 0.0%

地域人材とのかかわりをもつことが
できる

教 15.0% 80.0% 5.0% 0.0%

学校では、児童をサポートする様々
な体制が、組織的に行われている

保 32.0% 57.9% 9.7% 0.4%

特別な配慮を要する児童の対応等、
組織的に対応している

教 55.0% 45.0% 0.0% 0.0%

専門家スタッフや関係諸機関と連携し、児
童理解や指導・支援を行っている

教 55.0% 45.0% 0.0% 0.0%

学校にかか
わる様々な
立場の人が
主体的に教
育活動にか
かわろうと
する仕組み
の構築

開かれた学
校づくり協
議会と協働

校内体制の
充実

学校からの情報発信と地域連携について、高い肯定的評価となりました。
情報発信の充実: 保護者による「情報が適切に発信されている」ことへの肯定的評価は96.5%に達しており、アプリやHPを活用した
多面的な発信を評価していただいています。
地域行事への参加（児童66.7%）については、地域人材を活用した学習（児童93.8%）に比べると伸び代があります。さらなる呼び
かけを行っていきます。

　学校では、スクールカウンセラーや派遣相談員をはじめ、様々な形で支援するみなさんと教育活動を進めています。保護者のみなさ
んと一緒に、児童の成長にどのようなことが必要か考えていきたいと思います。

「地域とともにある開かれた学校づくり」を目指して

「特別支援教育の推進」を目指して
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学校では、武蔵野市や地域のことを
学ぶ教育活動が行われている

保 43.6% 52.1% 3.9% 0.4%

「武蔵野市民科」など市民性を育む教育活動を通して、
武蔵野市や地域のことへの関心が高める指導を行った 教 5.0% 80.0% 15.0% 0.0%

学校では、ICT機器を活用した授業
を行っている

保 39.0% 52.1% 8.5% 0.4%

学校では、ICT機器を活用した授業
を行っている

児 72.8% 24.6% 2.6% 0.0%

ICT機器を活用した授業を行ってい
る

教 40.0% 60.0% 0.0% 0.0%

学校では、デジタル・シティズンシップを
育む「情報の時間」が行われている

保 23.2% 53.3% 18.1% 5.4%

情報の時間を活用し、デジタルシティズン
シップの醸成を図っている。

教 25.0% 70.0% 5.0% 0.0%

学校では、学校図書館を活用した学
習や活動が行われている

保 42.9% 51.7% 5.0% 0.4%

学校図書館を活用した学習を行って
いる

教 20.0% 70.0% 10.0% 0.0%

他者の授業を参観したり、研修を通して、授業力・学級
経営力の向上を図っている。 教 35.0% 60.0% 5.0% 0.0%

指導力や自己研鑽のための研修に
積極的に参加している

教 15.0% 85.0% 0.0% 0.0%

教育公務員としての自覚をもち服務
規律を守っている

教 60.0% 40.0% 0.0% 0.0%

心身ともに健康で過ごすことができ
ている

教 25.0% 65.0% 10.0% 0.0%

校務分掌組織の自身の分担を理解
し、積極的に取り組んでいる

教 25.0% 75.0% 0.0% 0.0%

　自由記述にもたくさんのご意見をいただきました。ありがとうございます。
今回、学校の取組について前向きにとらえてくださるご意見、励ましのお言葉が大変多く、教職員一同、励みになっております。
また、ご意見としていただいた内容につきましては、学校で実現可能かどうか精査しつつ、来年度の教育活動に取り入れていきます。
子供たちの健やかな成長を願う同志として、一緒に教育活動に携わっていただいていることも伝わってきます。いつもありがとうご
ざいます。
　今後ともどうぞ、よろしくお願いいたします。

学校図書館
の活用

デジタル・シ
ティズンシッ
プの醸成

市民性を育
む教育活動

の充実

　教職員一同、今後も 「研修への積極的な参加」や「服務規律の遵守」など参画意識を高くもち、学校運営にかかわってまいります。
 教職員が自ら「主体的に学び続けるモデル」となることで、子供たちの主体性向上につながっていくと考えています。子供たちと向き
合う時間を確保し、より一層の研修等の機会を確保するためにも引き続き、「働き方改革」に取り組んでいきますので、御協力のほど、
よろしくお願いいたします。

　多くの項目で、肯定的評価が９０％を超えました。
　ICT活用については児童の肯定的評価が97.4%ですが、「デジタル・シティズンシップを育む情報の時間」への保護者の肯定的評価
は、76.5%と、他の項目より低くなっています。
　ICTを活用しながら、「適切・安全に利活用する資質」を育む教育の重要性を、ご家庭とともに推進していきます。自由記述の中で、
使い方に関する心配をする内容や書くこと、読むことなどのアナログの大切さについてのご意見がありました。デジタルとアナログを
どちらも上手に活用しながら、学び方に生かしていくとともに、来年度も情報の時間の設定や学習者用コンピュータパスポートの見直
しを進めご家庭とともにデジタルシティズンシップにつながる取組を進めてまいります。

教職員のやり
がい支援や校
務DXを含め
た働き方改革
の取組

「特色ある教育活動の推進」を目指して

「全職員が学校の運営の主体者」を目指して
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